
【取組内容】 「個別最適な学び」と「協働的な学び」の一体的な充実

小川村立小川中学校（長野県）【指定校】

様式Ⅰ-1

リーディングDXスクール事業 【実践事例】

【 新たな授業構想】
・①～④の流れで、授業を構想。
・個の学びを基本として各自が自分のペース、方法で学び、必要
な時に協働（友との関わり、他者参照など）により学びを深めら
れるように取り組んでいる。
・主体的に学ぶ生徒が増え、個の学びの深まり、協働による見方や考え
方の広がりを感じている。

①授業展開、評価、学習方法の提示
生徒が学習の見通しを持ち、

自らの学習をプランニングできるように

②自分で学習を進める（個別最適）
個々に予想・疑問をもち、主体的に学べるように

③必要な時に協働的に学ぶ
見方・考え方を働かせて、学びを深める

④振り返りシート
生徒：学習状況の確認
教師：学びの見取り、次時への見通し



【取組内容】 情報活用能力の育成 ～情報の時間の設定～

小川村立小川中学校（長野県）【指定校】

様式Ⅰ-2

リーディングDXスクール事業 【実践事例】

【概要】
・各学年で情報の授業担当者を決める総合的
な学習の時間の中に5時間程度、情報の時間
を設定をした。
・各学年、目指す情報活用能力（スキル）を設定し
学習を進めた。

【目的】
生徒が端末や情報を扱ううえで身に付けておきたいスキル等を学び、
教科学習、学級活動、生徒会等で活用できるようにする。

R6年度 小川中学校 【育てたい情報活用能力】（学習内容一覧表）

身に付けていこう！



【取組内容】 校務DX（標準仕様とクラウドを活用し教員の働き方改革につなげる取組）

小川村立小川中学校（長野県）【指定校】

様式Ⅰ-3

リーディングDXスクール事業 【実践事例】

【 校内チャットの活用 】
・日報 ・生徒の情報共有
・業務の確認・連絡
・各種通信の共有 など

【 ドライブにファイルを保存（共有）し、共同編集 】
指導案や感想用紙などを授業者が添付。
→ 集約・印刷など、係の負担が軽減

【 共有ドライブの活用 】
学年・生徒会・係など、
ドライブの活用によって情報共
有や資料作成の時短

職員へのアンケート結果より
チャット・ドライブの活用により、
情報や資料の共有がしやすく、

印刷・配布などにかかる時間の削減に有効。



【取組内容】 協力校とのオンライン合同授業

小川村立小川中学校（長野県）【指定校】

様式Ⅰ-4

リーディングDXスクール事業 【実践事例】

【目的】
山間地小規模校である本校の生徒に、多様な意見を聞く機会・多様な見方や考え方に触れる機会
をつくる
【実施内容】
＊近隣中学校とのオンライン合同授業を行う。
＊生徒が意見交換をしたり、できるだけ多くの意見を参考にできるようにしたりするために、ファ
イルを共有し、互いの考えを共有し合える学習環境を整える。
＊生徒が意見交換をしながら主体的に学べる場面を設定する。

【 生徒たちの様子 】
･積極的に意見を伝えようとする姿が見
られた。
・さまざまな考えに触れることで、考えの
妥当性に気付き、自信につながってい
るようだ。
・教師の出方が難しいが、普段の学習集
団の中では消極的になってしまう生徒
も意欲的に取り組む姿が見られた。

【 生徒の感想 】
・普段聞くことができない、いろんな意見
が聞けて良かった。


